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研 究 課 題     ： 人工生命のサンプルコードを用いた検証と実験                                     

                                                                                 

  （英文） Verification and experiment using sample code of Alife                                    

                                             

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 現在 AI の進歩が著しくとても注目が集まっているが、AI に似た分野として人工生命：Alife

（Artificial Life）がある。AIほど注目されてはいないが、今後 AIと同様に急速に進歩されると

予測されている分野であるため興味を持ったのが、研究の動機だ。本研究では、主に「作って動か

す ALife」という本に記載されている人工生命の代表的なプログラムのサンプルコードを実行し、

そのプログラムを通してすでに明らかになった特徴や原理を検証するのが目的である。当初、サン

プルコードの実行のほかに、応用的な実験等も行うことを計画していたが、自身の技術と難易度か

ら、応用的なことをすることは難しいと判断した。そのため研究内容をサンプルコードの実行とサ

ンプルコードの編集に絞ることにした。また、人工生命のうち「ボイドモデル（集団行動）」と「チ

ューリングパターン」の二つの分野に絞って論ずることにする。           

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

本研究成果は以下の４つある。１つ目は自身に対する成果でサンプルコードの実行の成功である。

下記の写真①～が実行成功の写真である。なお、これらのサンプルコードは本で取り扱っているサ

ンプルコードが記載されている githubを通して anacondaで実行した。２つ目も自身に対する成果

でサンプルコードの編集したコードを実行できたことだ。写真は写真のコードを編集したものだ。 

３つ目は学術的な成果で、ボイドモデルの３つのルールである「分離」「整列」「結合」が確認でき

た。４つ目も学術的な成果で、チューリングパターンのいくつかのサンプルコードの実行と比較を

することができた。 

この研究で初めて人工生命に関するプログラムを実行したが、魚やトラなどの模様や、鳥や魚が

群れで動く様子など、自然界の多様性を高精度で再現されており衝撃を受けた。以上で述べた通り、

多様性を人工的に表現できるところが人工生命の魅力の一つだと考える。また、遺伝的行動パター

ンや集団行動などに関しては動物の統制などで応用できるため実用性があると思った。まだ再現で

きているのは生物の一部に過ぎないが、今後人工生命が進歩し、デジタル上の生命を創ることも可

能ではないかと思う。 

また、今回の研究では自分の技術不足により、時間を浪費してしまったり予定していた研究ができ

なかったりしたことが反省点である。だが、今回の研究で基礎的な技術は習得できたため、今後は

以前よりスムーズに活動を進め、一段階レベルの高い研究もしていきたい。 
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 

＜チューリングパターンのサンプルコードを実行した様子＞ 

 
＜ボイドノイド＞ 

【分離】 

 
【整列】 

 
【結合】 

 
以上 

 


